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筑波大学・茨城県立医療大学の学部交流プログラム「生体機能診断ワークショップ」を 1 月 16 日に筑

波大学で、1 月 20 日に茨城県立医療大学で実施しました。今回で 4 回目の実施となる生体機能診断ワー

クショップは、昨年度同様に「将来医療チームの一員として、各々の専門職種としての役割を果たし患

者さんの生体機能情報をいかに診断し治療・ケアに反映させるかという課題について専門領域の異なる

メンバー間での討論を行い、各専門職種の理解を深め、チームワークおよび当事者の力を引き出すエン

パワメントの意義を理解し、ケアの方針をたてる過程を体験する」ことを目的としました。 

 今回は、筑波大学医療科学類 3 年 38 名、茨城県立医療大学放射線技術科学科 3 年 42 名、理学療法学

科 3 年 42 名の 3 学科 122 名が参加しました。今年度の生体機能診断ワークショップのプログラムを表 1

に示します。昨年度と同様に、「生体機能情報をいかに診断し治療・ケアに反映させるか」を目的に症例

を提示し、討論（コアタイム）を中心に行い、3 職種の理解を深めるようプログラムとしました。今年度

は、「乳がんに関する症例」、「COPD に関する症例」、「脳梗塞に関する症例」の 3 症例を用いてコアタイ

ムを実施しました。また今年度は、CoMSEP 履修証明プログラムを修了された臨床検査技師、診療放射

線技師、理学療法士の受講生を招き、「臨床現場における多職種連携の現状」について講演をして頂きま

した。 

表 1 平成 29 年度生体機能診断ワークショッププログラム 
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図 1 生体機能診断ワークショップの様子． 

左写真はオリエンテーション 右写真は臨床現場における多職種連携に関する講演 

 

 

 

図 2 コアタイムの様子 左写真は筑波大学 右写真は茨城県立医療大学でのコアタイム 

 

 

図 3 生体機能診断ワークショップ 2 日目 左写真は発表会 右写真は症例解説 
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図 4 生体機能診断ワークショップ満足度調査の結果 

 

昨年度のシナリオは、学生には難しかったと回答が挙げられたため、今年度は難易度を下げて実施をし

ました。満足度調査の「シナリオは難しかったか？」との問いに、「少し易しい」との回答が昨年度に比

べて多かったです。逆に易しくしたために、「他分野への興味・関心は高まりましたか？」との問いに、

「あまり持てなかった」との回答が昨年度より若干増えた結果になりました。シナリオの難易度につい

ては、さらに次年度検討をする必要があると考えています。また今年度は、生体機能診断ワークショッ

プが多職種連携教育（Interprofessional Education：IPE）に有効な教育か検証する調査を実施しました。こ

の結果については、改めてご報告致します。この結果も踏まえ、次年度に向けてより良い生体機能診断

ワークショップになるように検討していきたいと考えています。 

今年度も生体機能診断ワークショップを無事に終了いたしましたこと、関係者の先生方に厚く御礼申し

上げます。ありがとうございました。 
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